
JFX500 / UJV500 シリーズ
圧力異常が発生したら

圧力異常に関するエラーが発生した場合、速やかに次の手順で圧力を調整し、
正常な値に戻してください。

1. メンテナンスメニューの [ アツリョク チョウセイ ] を選ぶ

(1) キーを押す

(2) を押して [ メンテナンス ] を選び、 キーを押す

(3) を押して [ アツリョクチョウセイ ] を選ぶ

2. を押して、セイアツ / フアツを選ぶ

スロットルバルブの調整は、「負圧」→「正圧」→「負圧」の順番で行ってください。

3. を押す

4. 左メンテナンスカバー下のカバーを取り外す
(UJV500 の場合 )

5. スロットルバルブの調整ネジを回し、空気が流れるように開放
する

スロットルバルブの固定ネジを緩め、調整ネジが中間地点に来るまで回し
てください。

< ローカル>

フアツ イシ ゛ ョ ウ

< ローカル>

セイアツ イシ ゛ ョ ウ

アツリョク チョウセイ

: フアツ

アツリョク チョウセイ

: フアツ

このくらいの位置になる
まで調整ネジを回す
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調整ネジ

調整ネジ

正圧用

負圧用

UJV500: JFX500:

負圧 / 正圧の調整について
負圧 : 調整ネジを時計回りに回すと、圧力が「－側」に大きくなります。
正圧 : 調整ネジを時計回りに回すと、圧力が「＋側」に大きくなります。

• 調整後は、固定ネジをゆっくりと締めてください。

正圧用調整ネジ

負圧用調整ネジ

固定ネジ

固定ネジ

固定ネジ

固定ネジ
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6. キーを押す

センサの調整が始まります。

7. スロットルバルブ調整ネジを回して、圧力が適正値になるように
調整する

• 負圧の適正値 :  -5.4kPa
• 正圧の適正値 : 15.00kPa
• 負圧では ±0.1 ～ 0.2kPa の範囲で変動するため、中間値が目標の圧力になるように調整してください。

• スロットルバルブの調整は、「負圧」→「正圧」→「負圧」の順番で行ってください。

8. キーを押す

エラーが解除され、負圧制御が始まります。

* * チョウセイ * *

シハ゛ラクオマチクタ゛サイ

アツリョク

= - 4 . 0 0 k P a

• 各圧力値でのランプとブザーの状態

圧力 インクボトル
ランプ

ブザー
正圧 負圧

高い

～ 8.49 ～ -4.75

鳴動

8.50 ～ 9.49 -4.76 ～ -4.85

9.50 ～ 10.49 -4.86 ～ -4.95

10.50 ～ 11.49 -4.96 ～ -5.05

11.50 ～ 12.49 -5.06 ～ -5.15

12.50 ～ 13.49 -5.16 ～ -5.25

13.50 ～ 14.49 -5.26 ～ -5.35 停止

適正値 14.50 ～ 15.49 -5.36 ～ -5.45 停止

低い

15.50 ～ 16.49 -5.46 ～ -5.55 停止

16.50 ～ 17.49 -5.56 ～ -5.65

鳴動

17.50 ～ 18.49 -5.66 ～ -5.75

18.50 ～ 19.49 -5.76 ～ -5.85

19.50 ～ 20.49 -5.86 ～ -5.95

20.50 ～ 21.49 -5.96 ～ -6.05

21.50 ～ 22.49 -6.06 ～ -6.15

22.50 ～ 23.49 -6.16 ～ -5.86.2

23.50 ～ -6.26 ～

• 圧力はディスプレイ表示以外にも、ブザーとインクボトルランプでお知らせし
ます。

• 負圧では ±0.1kPa の範囲でブザーが停止します。正圧では ±1.0kPa の範囲でブ

ザーが停止します。

インクボトルランプ
JFX500: UJV500:

インクボトルランプ

シハ゛ラクオマチクタ゛サイ
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